
【お問い合わせ】

新城市字東入船１１５番地

新城市役所 ３階 自治振興課内 （担当：宮本博之）

電話 0536-23-7697 FAX 0536-23-2002

メール shinsihiro-jichi@city.shinshiro.lg.jp

建議書の内容を読み上げ、市長に直接手渡し！

令和 3年 10月 20日㈬ 市役所 4階会議室にて

「千郷地域自治区予算事業に関する建議書」

▼令和４年度千郷地域自治区予算事業計画を市長に「建議」しました！

千郷地域協議会では、地域計画に沿った地域課題解決のための事業検討を行い、令和４年度の千郷

地域自治区予算事業計画を策定いたしました。

策定された計画については、令和３年１０月２０日（水）に市役所において、本年度千郷地域協議

会会長である「影目悦雄」氏により、直接市長へ手渡しがされました。

（※手渡しの様子は下記の写真をご覧下さい。）

令和４年度の計画は、「地域のまちづくりに関すること」、「地域景観や美化に関すること」、「地域

防災や防犯」、「交通安全などの地域の安全・安心に関すること」、「地域の子ども達の健全な育成・見

守りや教育環境」、また「地域の歴史遺産整備に関すること」などの地域課題を抽出し、千郷地域協

議会でまとめた改善や課題解決策に対し、市役所内で事業化に向けた調整・検討を行い、全１２事業

を令和４年度は事業実施するという計画を策定いたしました。

（※策定されました計画について、詳しくは裏面をご覧ください。）

このことにより、令和４年度予算案が新城市議会で議決されれば、来年度事業として実施されるこ

ととなりますので、地域の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします！！
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千郷地域自治区
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●公民館や集会施設、また千郷地域内のコンビニエンスストア等へ自動体外式除細動器
（AED）を整備し地域住民の安心・安全を図ります。また、あわせて千郷地区防災連絡会や

関係機関、関係団体と協力し、地域の方へAEDの適正な取扱い講習を実施します。

★AED設置のためのリース費用（1６行政区、5店舗）、AED講習会の開催。

●平成２７年度に地域を跨ぎ、人通りが多い公共空間や主要道路に設置された照明灯の適正
な維持管理を次年度も継続的に実施し、地域計画にあるように安心して暮らせるまちを目指

し地域住民の安全・安心及び防犯意識の高揚を図ります。

★国道１５１号線（杉山北交差点～川田跨線橋付近間）計１０箇所。

●交通手段として「新たな仕組み」の検討や、Sバス（西部線）の現状ニーズにあった運行

ルートの見直し等を行い、地域住民が少しでも移動手段に困ることが無くなるよう地域の足

として有効な利活用の体制整備を整え、事業化に向けた検討会議等を開催します。

★地域の足の確保検討委員会を定期的に開催し早期事業化を目指す。

●本市として森林施業に必要な道としてのみではなく、多様な目的で利用され重要な役割を
担っている林道雁峰線の、良好な施設管理と地域住民による維持管理の負担軽減、更には地

域住民の安心安全を図るため、法面の崩落の危険性があり緊急度の高い箇所を選定し、法面

の崩落によって側溝が埋まってしまわないよう、計画的に「側溝保護工」を設置します。

★R４は必要箇所を選定し優先度の高い場所から、約500m程度実施。

●千郷地域における市の指定避難所の防災資機材等の計画的な設置及び、各行政区における
自主防災会への防災備品整備を進め有事に備えます。

★千郷地区防災連絡会により策定された防災資機材等整備実施計画に基づき、主に市指定

避難所での使用を想定した各種備品整備を実施。

※投光器､ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ､折りたたみ式ﾘﾔｶｰ､毛布など

●避難所での千郷地域全域を対象とした防災訓練又は防災イベントを企画・開催し、地域
の方の防災意識向上と防災に関する地域活動の充実・強化を図ります。

★千郷地域独自の防災関連イベント等の企画・開催。

「ちさと防災フェスタ2022」の開催／「ちさと防災座談会」の開催

① 地域の暮らしを守るための事業 5，615 千円

② 地域の安全安心を促すための事業 3，966千円

地域の足の確保検討事業 47千円

AED設置管理普及推進事業 1,801千円

まちづくりロード形成事業 64千円

林道雁峰線施設管理事業 5,568千円

千郷地区防災施設備品等整備事業 1,636千円

千郷地域防災フェスタ等開催事業 200千円

令和４年度 千郷地域自治区予算事業計画（12,958千円）
≪事業計画の内容≫



●千郷地域の重要歴史遺産等の調査・研究を実施し、簡易な案内看板や説明看板を計画的
に設置するほか、簡易なｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ製作を進め、地域の歴史的財産として良好に保存や整

備を進めるとともに、市内外の方へのPR促進を図り、あわせて地域活性化に向けた他事

業等への発展も同時に目指す。

★千郷地域の歴史遺産への簡易な説明看板の設置と野田城跡のｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ製作を実施。

●環境美化活動として地域内の各所にプランターを置き、花などの生育管理と同時に、子
どもたちの登下校時の見守りにつなげるため「通学路花街道（仮称）」づくりを進め、子ど

もたちの登下校時の安全確保の強化を図ります。

★本事業の趣旨に賛同いただき、ご協力していただける地域の方々により、令和４年度は

実施計画書に基づき前年度より継続設置も含め９５個のプランター設置を予定。

歴史遺産の整備事業 650千円

●子ども達の自主性や社会性などを育成し、地域と子どもの顔が見える関係づくり構築を
目的とした企画・事業実施を行います。また、令和４年度は引き続き試行的な取組みとし

て地域拠点等における施設開放を実施し、子どもはもちろん地域住民が何時訪れても安

心して気兼ねなく集える居場所づくりを進めます。

★千郷地域内におけるプレーパークの企画開催／地域拠点施設（公民館等）開放の実施。

地域と子どものふれあい事業 429千円

●新城市の教育理念である「共育」に基づき、千郷地域に共育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置し、千郷地
域在住の得意分野を持っている住民の方を人材として掘り起こしを行い、「共育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ」

として協力を求め、公民館や集会所などで、地域の子ども達のみならず、地域住民を対象

とした簡単な「講座」や「教室」を開催し交流促進にも繋げることとする。

★事業実施主体である「千郷地域子育て連絡協議会」に対する補助金として予算措置。

●各行政区の拠点施設の老朽化に伴い、維持管理の負担や公民館活動にも支障をきたして
おり、更新や修繕等に苦慮していることが課題となっている。このため既存の新城市地域

集会施設整備費補助金に、地域自治区予算枠の範囲内において「上乗せ補助」を実施する

ことによって行政区の金銭的な負担軽減を図り、地域住民の様々な活動、また交流の場と

しての拠点整備推進を図ります。★R4は石田､大野田､中市場､稲木公民館へ上乗せ補助。

地域集会施設整備費補助金上乗せ補助事業 1,740千円

●西部公民館では、様々な団体による利用や地域行事、学校や行政による会議、また催し
など利用頻度が多く、千郷地域の一番の拠点として地域住民の認識も高い。また、市の指

定避難所にもなっていることから、多くの地域住民が集まることが想定される。このため

地域住民が安心して施設利用できるよう、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染防止強化を図ります。

★飛沫感染防止ﾊﾟﾈﾙ設置及び整備 [120cm幅 8枚､90cm幅 20枚､50cm幅 20枚]

社会教育施設備品整備設置事業 310千円

共育推進事業 248千円

③ 地域の伝統文化等継承・活性化するための事業 650千円

④地域の活性化を図るための事業 2,727千円

地域景観向上事業 265千円

ҽ



【共育とは】 「共に過ごし」、「共に学び」、「共に育つ」の考えから、子ども達のみならず、地域住民

が地域活動などを通して、顔と名前のわかるネットワークを広げ、地域の安全を守り活

力のある「まちづくり」を進めるための「合い言葉」です!



▼千郷地域自治区のホームページをご覧ください！！

新城市役所のホームページに千郷地域自治区のページを作成してあります。ページ内には地域協議会の情報や活動

交付金等の情報も掲載しておりますので、是非ご覧ください！

千郷地域自治区 検索

http://www.city.shinshiro.lg.jp

▼令和４年度千郷地域活動交付金の『事前相談』を受け付けています！

来年度、千郷地域活動交付金を活用し、まちづくりに関する活動を予定している、または活動を実

施しようか迷われている団体の皆さんは是非この機会に市役所自治振興課（千郷自治振興事務所）

までご相談ください！！

（注意：令和４年度予算案が新城市議会で決議されない場合は募集中止となります。）

▼地域活動交付金とは？
地域活動交付金は「地域課題解決」や「地域

の活性化」のために、市民が主体的に取り組む

事業に対し応援資金で、新城市において平成

25年度から施行された「地域自治区制度」で

用意された資金的な仕組みのひとつです！！

（例：ちさと◯◯◯会）


